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(57)【要約】

【課題】各種海水を取り扱う施設において、装置を分解

することなく、ステンレス鋼部材に不動態被膜を修復又

は維持できるようにする。

【解決手段】海水を冷却水とする機器、海水を移送する

ための配管、あるいは、海水を溜める貯留タンクなど、

各種海水を取り扱う施設において、その取り扱う海水に

、過酸化水素、過酢酸、酢酸の混合溶液を添加したこと

により、その施設を使用しながら、その海水に触れる部

分のステンレス鋼部材に不動態被膜を修復又は維持でき

るようにした。すなわち、海水が触れる部分のステンレ

ス鋼部材を分解等することなく、不動態被膜を修復又は

維持することができる。なお、海水に添加する上記混合

溶液は、取り扱う海水の量に対して極微量であってよく

、また、それを定期的に添加すれば、不動態被膜が良好

に形成できることが確認できた。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 海 水 を 冷 却 水 と す る 機 器 、 海 水 を 移 送 す る た め の 配 管 、 あ る い は 、 海 水 を 溜 め る 貯 留 タ

ン ク な ど 各 種 海 水 を 取 り 扱 う 施 設 に お い て 、 そ の 取 り 扱 う 海 水 に 過 酸 化 水 素 を 含 む 溶 液 を

添 加 す る こ と に よ り 、 そ の 海 水 に 触 れ る ス テ ン レ ス 鋼 部 材 表 面 に 不 動 態 被 膜 を 修 復 又 は 維

持 す る こ と を 特 徴 と す る ス テ ン レ ス 鋼 部 材 の 防 食 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 上 記 過 酸 化 水 素 を 含 む 溶 液 の 添 加 は 、 適 宜 設 定 し た 期 間 を お い て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス テ ン レ ス 鋼 部 材 の 防 食 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 上 記 過 酸 化 水 素 を 含 む 溶 液 は 、 過 酸 化 水 素 と 過 酢 酸 と 酢 酸 と の 混 合 溶 液 で あ る こ と を 特

徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ス テ ン レ ス 鋼 部 材 の 防 食 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 上 記 混 合 溶 液 中 に 占 め る 過 酸 化 水 素 と 過 酢 酸 と 酢 酸 の 重 量 混 合 比 を 、 ４ ～ ６ ： ３ ６ ～ ４

２ ： ３ ８ ～ ４ ５ と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ス テ ン レ ス 鋼 部 材 の 防 食 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 部 材 の 防 食 方 法 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 海 水 を 冷 却 水 と す る 機 器 、 海 水 を 移 送 す る た め の 配 管 、 あ る い は 、 海 水 を 溜 め る 貯 留 タ

ン ク な ど 、 各 種 海 水 を 取 り 扱 う 施 設 に お い て 、 ス テ ン レ ス 鋼 部 材 が 使 用 さ れ る 場 合 が 多 い

。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の ス テ ン レ ス 鋼 部 材 の 素 材 と し て は 、 通 常 の 中 性 淡 水 環 境 で あ れ ば 、 一 般 的 に 、 Ｓ Ｕ

Ｓ ３ ０ ４ や Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ と い っ た ス テ ン レ ス 鋼 が 使 用 さ れ る 。 し か し 、 海 水 環 境 で は 、 こ

れ ら の ス テ ン レ ス 鋼 で は 、 孔 食 や 隙 間 腐 食 な ど の 局 部 腐 食 が 生 じ や す い 。

　 こ の た め 、 海 水 を 取 り 扱 う 施 設 で 用 い ら れ る ス テ ン レ ス 鋼 部 材 と し て は 、 耐 食 性 が よ り

高 い ス テ ン レ ス 鋼 、 例 え ば 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ２ ９ Ｊ ４ Ｌ な ど を 使 用 す る 場 合 も あ る 。 し か し な が

ら 、 こ の 種 の ス テ ン レ ス 鋼 は 高 価 で あ る た め 、 経 済 的 な 観 点 か ら そ の 使 用 範 囲 は 限 定 さ れ

て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ス テ ン レ ス 鋼 の 耐 食 性 は 、 そ の 表 面 に 存 在 す る 不 動 態 被 膜 に よ り 保 証 さ れ て い る 。 そ の

た め 、 ス テ ン レ ス 鋼 を 使 用 す る 前 に 、 そ の ス テ ン レ ス 鋼 の 表 面 に 不 動 態 皮 膜 を 形 成 し て 耐

食 性 を 向 上 さ せ て お く こ と が 必 要 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し 、 ク ロ ム 含 有 量 が 高 い 高 級 ス テ ン レ ス 鋼 （ 例 え ば 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ２ ９ Ｊ ４ Ｌ ） を 除 き

、 一 般 ス テ ン レ ス 鋼 （ 例 え ば 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ 等 ） は 、 塩 化 物 イ オ ン 濃 度 が

高 い 海 水 中 に お い て 、 そ の 表 面 の 不 動 態 被 膜 が 破 壊 さ れ や す く 、 そ の た め 、 孔 食 や 隙 間 腐

食 が 生 じ や す い 。

　 こ の た め 、 破 壊 さ れ た 不 動 態 被 膜 を 再 形 成 す る こ と に よ り 修 復 す る か 、 あ る い は 部 材 そ

の も の を 定 期 的 に 取 替 え る 必 要 が あ る 。 な お 、 孔 食 と は 、 部 材 表 面 の 一 部 分 か ら 内 部 に 向

か っ て 腐 食 が ピ ッ ト 状 に （ 深 く な る 方 向 に ） 進 ん で い く 状 態 を い い 、 隙 間 腐 食 と は 、 部 材

同 士 の 接 触 面 間 に 腐 食 が 進 ん で い く 状 態 を い う 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 一 般 に 、 ス テ ン レ ス 鋼 に 対 す る 不 動 態 被 膜 の 形 成 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 硝 酸 等 の 強 力

な 酸 化 剤 を 含 む 溶 液 中 に ス テ ン レ ス 鋼 部 材 を 浸 漬 す る 方 法 等 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 １ に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 部 材 に 対 し 、 中 性 塩 電 解 質 濃 度 が ０ ． １ ％ 以 上 ５
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％ 以 下 で 、 過 酸 化 水 素 濃 度 が ０ ． １ ％ 以 上 １ ％ 以 下 含 有 す る 溶 液 を 液 膜 状 態 に 塗 布 し 水 洗

す る 不 動 態 被 膜 の 形 成 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 さ ら に 、 特 許 文 献 ２ に は 、 硝 酸 を 用 い な い ス テ ン レ ス 鋼 に 対 す る 不 動 態 被 膜 の 形 成 方 法

と し て 、 硫 酸 ２ ０ ～ １ ０ ０ ｇ ／ Ｌ 、 弗 酸 ０ ． ５ ～ ２ ０ ｇ ／ Ｌ の 水 溶 液 に 、 亜 塩 素 酸 塩 、 塩

素 酸 塩 、 過 マ ン ガ ン 酸 塩 、 沃 素 酸 塩 、 過 硫 酸 塩 、 過 酸 化 水 素 か ら 選 ば れ る １ を ０ ． ５ ～ ５

％ ま た は ２ 以 上 を 合 計 で ０ ． ０ ５ ５ ～ ５ ． ０ ％ 含 有 し た 処 理 液 中 に 、 ス テ ン レ ス 鋼 部 材 を

浸 漬 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ８ ０ １ ６ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ８ １ ５ ７ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 ス テ ン レ ス 鋼 に 対 す る 不 動 態 被 膜 の 形 成 方 法 に よ る と 、 破 壊 さ れ た ス テ ン レ ス 鋼 の

不 動 態 被 膜 を 修 復 す る こ と が で き る が 、 そ れ に は 、 修 復 の 対 象 と な る ス テ ン レ ス 鋼 部 材 を

専 用 の 処 理 液 に 浸 漬 し た り 、 あ る い は 、 そ の ス テ ン レ ス 鋼 部 材 の 表 面 に 対 し て 専 用 の 溶 液

を 塗 布 し た り す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の た め 、 既 に 稼 働 し て い る 前 記 各 種 海 水 を 取 り 扱 う 施 設 に お い て 、 海 水 が 触 れ る ス テ

ン レ ス 鋼 部 材 の 表 面 に 対 し て 不 動 態 被 膜 を 修 復 す る 場 合 に は 、 そ の 海 水 が 触 れ る 部 分 の ス

テ ン レ ス 鋼 部 材 を 分 解 等 に よ り 施 設 か ら 取 り 外 し た 後 、 不 動 態 化 処 理 を し な け れ ば な ら な

い 。 ま た 、 頻 繁 に そ の 分 解 作 業 が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 海 水 を 冷 却 水 と す る 機 器 、 海 水 を 移 送 す る た め の 配 管 、 あ る い は

、 海 水 を 溜 め る 貯 留 タ ン ク な ど 、 各 種 海 水 を 取 り 扱 う 施 設 に お い て 、 海 水 が 触 れ る 部 分 の

ス テ ン レ ス 鋼 部 材 を 分 解 す る こ と 等 が な く 、 不 動 態 被 膜 を 修 復 又 は 維 持 で き る よ う に す る

こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 は 、 海 水 を 冷 却 水 と す る 機 器 、 海 水 を 移 送 す る

た め の 配 管 、 あ る い は 、 海 水 を 溜 め る 貯 留 タ ン ク な ど 、 各 種 海 水 を 取 り 扱 う 施 設 に お い て

、 そ の 取 り 扱 う 海 水 に 過 酸 化 水 素 を 含 む 溶 液 を 添 加 し た の で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 施 設 で 取 り 扱 う 海 水 に 過 酸 化 水 素 を 含 む 溶 液 を 添 加 す れ ば 、 そ の 過 酸 化 水 素 が 介 在 す る

こ と で 発 揮 さ れ る 酸 化 機 能 に よ り 、 そ の 施 設 を 使 用 し な が ら 、 そ の 海 水 に 触 れ る 部 分 の ス

テ ン レ ス 鋼 部 材 に 不 動 態 被 膜 を 修 復 又 は 維 持 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 海 水 が 触 れ る

部 分 の ス テ ン レ ス 鋼 部 材 を 分 解 等 す る こ と な く 、 不 動 態 被 膜 を 修 復 又 は 維 持 す る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の 過 酸 化 水 素 を 含 む 溶 液 は 、 過 酸 化 水 素 と 水 、 あ る い は 、 過 酸 化 水 素 と 各 種 溶 剤 （ エ

タ ノ ー ル 等 ） と の 混 合 溶 液 と す る こ と も 可 能 で は あ る が 、 例 え ば 、 過 酸 化 水 素 と 過 酢 酸 と

酢 酸 と の 混 合 溶 液 の 状 態 で 添 加 す る こ と が で き る 。 そ の 混 合 溶 液 に お け る 、 過 酸 化 水 素 、

過 酢 酸 、 酢 酸 の 重 量 混 合 比 は 、 特 に 、 １ ： ８ ： ８ 程 度 の も の が 入 手 容 易 で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 な お 、 海 水 に 添 加 す る 過 酸 化 水 素 を 含 む 溶 液 は 、 取 り 扱 う 海 水 の 量 に 対 し て 極 微 量 で あ

っ て よ く 、 ま た 、 そ れ を 必 ず し も 常 時 継 続 し て 添 加 す る 必 要 は な く 、 適 宜 設 定 し た 期 間 を

お い て 断 続 的 に 添 加 し て も 不 動 態 被 膜 が 良 好 に 維 持 で き る こ と が 確 認 で き た 。 す な わ ち 、
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過 酸 化 水 素 を 含 む 溶 液 は 、 そ の 取 り 扱 う 海 水 に 適 宜 設 定 し た 期 間 を お い て そ の 都 度 適 量 を

添 加 す れ ば よ い 。

　 こ の 適 宜 設 定 し た 期 間 と は 、 １ 回 の 添 加 で 不 動 態 被 膜 を 維 持 し 得 る 期 間 以 内 で 自 由 に 設

定 で き 、 例 え ば 、 １ 日 毎 、 ２ 日 毎 、 ３ 日 毎 、 ４ 日 毎 な ど と す る こ と が で き る 。 な お 、 そ の

添 加 の 頻 度 は 、 常 に 一 定 で な く て も よ い 。 ま た 、 不 動 態 被 膜 が 継 続 し て 維 持 さ れ 得 る よ う

に 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 素 材 や 使 用 条 件 、 環 境 条 件 、 過 酸 化 水 素 の 濃 度 等 の 各 種 条 件 に 基 づ い

て 、 そ の 添 加 時 期 の 間 隔 及 び そ の 添 加 量 を 適 宜 設 定 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 こ の 発 明 は 、 海 水 に 、 過 酸 化 水 素 を 含 む 溶 液 を 添 加 し た こ と に よ り 、 海 水 が 触 れ る 部 分

の ス テ ン レ ス 鋼 部 材 を 分 解 等 す る こ と な く 、 不 動 態 被 膜 を 修 復 又 は 維 持 す る こ と が で き る

。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 過 酸 化 水 素 混 合 溶 液 を 添 加 し た 海 水 中 に 、 試 験 片 を 一 定 期 間 浸 漬 し た 場 合 に お け

る 、 そ の 期 間 経 過 後 の 試 験 片 の 写 真 図

【 図 ２ 】 オ ゾ ン を 添 加 し た 海 水 中 に 、 試 験 片 を 一 定 期 間 浸 漬 し た 場 合 に お け る 、 そ の 期 間

経 過 後 の 試 験 片 の 写 真 図

【 図 ３ 】 自 然 海 水 中 に 、 試 験 片 を 一 定 期 間 浸 漬 し た 場 合 に お け る 、 そ の 期 間 経 過 後 の 試 験

片 の 写 真 図

【 図 ４ 】 過 酸 化 水 素 を 含 む 溶 液 の 添 加 に よ る ス テ ン レ ス 鋼 部 材 の 自 然 電 位 の 上 昇 を 示 す グ

ラ フ 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 海 水 を 冷 却 水 と す る 機 器 、 海 水 を

移 送 す る た め の 配 管 、 あ る い は 、 海 水 を 溜 め る 貯 留 タ ン ク な ど 、 各 種 海 水 を 取 り 扱 う 施 設

に お い て 、 そ の 施 設 を 使 用 し な が ら 、 そ の 海 水 に 触 れ る 部 分 の ス テ ン レ ス 鋼 部 材 に 不 動 態

被 膜 を 修 復 又 は 維 持 す る 防 食 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 各 種 海 水 を 取 り 扱 う 施 設 に お い て 、 そ の 取 り 扱 う 海 水 に 、 過 酸 化 水 素 、 過 酢 酸 、 酢 酸 の

混 合 溶 液 を 添 加 す る こ と を 想 定 し 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ や Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ 等 を 素 材 と す る 試 験 片 を

、 上 記 混 合 溶 液 を 添 加 し た 海 水 中 に 浸 漬 し た の で あ る 。

　 な お 、 対 照 実 験 と し て 、 オ ゾ ン を 添 加 し た 海 水 中 に 同 じ 試 験 片 を 浸 漬 し た も の 、 自 然 海

水 中 に 同 じ 試 験 片 を 浸 漬 し た も の と を 比 較 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 な お 、 海 水 に 添 加 す る 上 記 混 合 溶 液 は 、 取 り 扱 う 海 水 の 量 に 対 し て 極 微 量 で あ り 、 そ の

濃 度 は 、 約 ６ ０ ～ ７ ０ ｐ ｐ ｍ と し た 。 そ の 混 合 溶 液 中 に 占 め る 過 酸 化 水 素 と 過 酢 酸 と 酢 酸

の 重 量 混 合 比 が ４ ～ ６ ： ３ ６ ～ ４ ２ ： ３ ８ ～ ４ ５ で あ る 市 販 品 を 使 用 し た 。 ０ ． ３ ６ 立 法

メ ー ト ル の 海 水 中 に 、 ３ ～ ４ 日 毎 に （ １ 週 間 に ２ 回 の 頻 度 で ） 上 記 混 合 溶 液 を ２ ３ ． ６ ｍ

ｌ ず つ 添 加 し た 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 実 験 結 果 を 、 下 記 表 １ に 示 す 。
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 海 水 に 、 過 酸 化 水 素 、 過 酢 酸 、 酢 酸 の 混 合 溶 液 を 添 加 し た 試 験 液 を 使 用 し た 場 合 の 試 験

片 を 、 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す 。 試 験 期 間 は 、 ３ ４ 日 間 で あ る 。

　 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ の 試 験 片 に お い て 、 隙 間 腐 食 及 び 孔 食 は

、 い ず れ も 見 ら れ な か っ た 。 ま た 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ の 試 験 片 に お い て も 、 孔 食 は 見 ら れ な か

っ た 。 表 １ は 、 そ の 結 果 を 、 試 験 片 数 又 は 箇 所 数 で 示 し て い る （ 以 下 、 各 実 験 で 同 じ ） 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 過 酸 化 水 素 を 含 む 混 合 溶 液 の 添 加 に よ り 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 表 面 に 不 動 態 被 膜 が 維 持 さ れ

て い る も の と 考 え ら れ る 。

　 な お 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 過 酸 化 水 素 を 含 む 混 合 溶 液 の 添 加 に よ り 、 そ の 添 加 の 都 度 、

ス テ ン レ ス 鋼 部 材 の 自 然 電 位 が 上 昇 し て い る の が 確 認 で き て い る 。 こ の 自 然 電 位 の 上 昇 は

、 強 酸 化 剤 と し て の 過 酸 化 水 素 の 作 用 に よ っ て 生 じ て い る も の で あ り 、 ス テ ン レ ス 鋼 部 材

表 面 に お け る 不 動 態 被 膜 が 維 持 、 修 復 さ れ て い る こ と を 意 味 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 つ ぎ に 、 海 水 に 、 オ ゾ ン を 添 加 し た 試 験 液 を 使 用 し た 場 合 の 試 験 片 を 、 図 ２ （ ａ ） ～ （

ｄ ） に 示 す 。 試 験 期 間 は 、 同 じ く ３ ４ 日 間 で あ る 。

　 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ の 試 験 片 に お い て 、 隙 間 腐 食 が 見 ら れ

た 。 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ の 試 験 片 に お い て 孔 食 は 見 ら れ な か っ た が 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ の 試 験 片 に お

い て は 孔 食 が 見 ら れ た 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 オ ゾ ン の 添 加 に よ り 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 表 面 に あ る 程 度 の 不 動 態 被 膜 が 修 復 、 維 持 さ れ て

い る が 、 そ の 修 復 、 維 持 が 充 分 で は な い と 考 え ら れ る 。 そ の た め 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ に お い て

は 孔 食 を 、 ま た 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ に お い て は 隙 間 腐 食 を 防 止 す る こ と が で き な か っ た 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 自 然 海 水 に 浸 漬 し た 試 験 片 を 、 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｄ ） に 示 す 。 試 験 期 間 は 、 同 じ く ３ ４ 日

間 で あ る 。

　 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ 及 び Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ の 全 て の 試 験 片 に お

い て 、 不 動 態 被 膜 が 破 壊 さ れ た た め 、 隙 間 腐 食 及 び 孔 食 が 見 ら れ た 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 な お 、 試 験 片 の 写 真 図 は な い が 、 表 １ に 示 す よ う に 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ Ｏ （ 次 亜 塩 素 酸 ソ ー ダ ）

を 添 加 し た 海 水 中 に お い て も 同 様 の 実 験 を 行 っ た が 、 自 然 海 水 の 場 合 と 同 様 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １

６ 及 び Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ の 試 験 片 に お い て 、 隙 間 腐 食 及 び 孔 食 が 見 ら れ た 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 上 の よ う に 、 海 水 に 、 過 酸 化 水 素 、 過 酢 酸 、 酢 酸 の 混 合 溶 液 を 添 加 し た こ と に よ り 、

そ の 施 設 を 使 用 し な が ら 、 そ の 海 水 に 触 れ る 部 分 の ス テ ン レ ス 鋼 部 材 に 不 動 態 被 膜 を 維 持

す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 海 水 が 触 れ る 部 分 の ス テ ン レ ス 鋼 部 材 を 分 解 等 す る こ と な

く 、 不 動 態 被 膜 を 修 復 、 維 持 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】

　 な お 、 海 水 に 添 加 す る 上 記 混 合 溶 液 は 、 取 り 扱 う 海 水 の 量 に 対 し て 極 微 量 で あ る か ら 、

環 境 へ の 影 響 は 軽 微 で あ る 。 ま た 、 混 合 溶 液 を 常 時 添 加 す る の で は な く 、 適 宜 設 定 し た 期

間 を お い て 、 例 え ば 、 １ ～ ４ 日 毎 に 一 定 量 を 定 期 的 に 添 加 す る な ど の 手 法 を 採 用 す る こ と

で 、 不 動 態 被 膜 が 良 好 に 形 成 で き る こ と が 確 認 で き て い る 。
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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